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研究要旨 

 EBV感染症研究会は20年以上前に慢性活動性EBV感染症の病態解明や治療法
開発に関心を持つ小児科医を中心に発足した。以来、皮膚科、耳鼻咽喉科、内
科領域の医師の参加も得て、広く EBV 関連リンパ増殖性疾患の病態解析を中心
テーマに活動が継続されてきた。学術研究会の開催が主要な目的ではあったが、
同時に埋もれて診断されていない症例発掘のためにアンケート調査を継続し
て施行してきた。さらに慢性活動性 EBV 感染症については診断基準を作成し論
文発表も行ってきた。これらの成果は、本研究班における診療ガイドライン作
成や患者レジストリ構築につながるものである。この報告書では、EBV 感染症
研究会のこれまでの歴史を振り返る。

Ａ．研究目的 

 本研究班における診療ガイドライ

ン作成と患者レジストリの構築に関

する研究に資する目的で、EBV 感染症

研究会のこれまでの活動の経過を調

査し分析する。 

 

Ｂ．研究方法 

 EBV 感染症研究会第 10 回〜第 23 回

抄録集ならびに、EBV 感染症研究会事

務局資料をもとに、アンケート調査状

況、研究会参加状況、発表内容につい

て調査・分析した。 

 

（倫理面への配慮） 

 これまでの研究会発表資料に基づ

いた研究であり、倫理面で新たに配慮

すべき事項はない。 

Ｃ．研究結果 

 アンケート発送施設は、内科系が圧

倒的に多く、小児科、皮膚科、耳鼻咽

喉科が続いた。産婦人科、眼科、病理

学などは少数であった。内科系の中で

は一般内科とされている施設が多か

ったが、専門が明らかな施設では血

液・悪性腫瘍、感染症、神経内科を専

門とするものが多く見られた（図１）。 

 

図１ アンケート送付施設 

 
 送付されたアンケートに対する回

答率は小児科が最も多く 13.4%、続い

て皮膚科が 7.4%であった。最も送付施

設数の多かった内科の回答率は低値

にとどまった。回答した施設の中で該

当症例ありとしたものは 13 施設のみ



であり、小児科施設が大部分を占めた

（図２）。 

 

図２ アンケート回答率 

 

 研究会での発表実績は、毎回小児科

が 2/3 を占めた。次いで内科、基礎、

皮膚科が多く発表していた。当初は 20

演題前後であったが、ここ数年は他の

研究会と前後しての開催ということ

もあり 10 演題程度の発表となってい

る（図３）。 

 

図３ 発表実績 

 
 特別講演のテーマは、その時々の重

要な課題を反映している。図４で示す

ように、診断基準の作成、治療指針の

作成が会員の重要な関心事であり続

けたことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 特別講演のテーマ 

 

 

Ｄ．考察 

 EBV 感染症研究会では、小児科医を

中心に慢性活動性EBV感染症の診断基

準が作成され、治療指針についての検

討が重ねられてきた。これらの研究の

中で、感染細胞の特異性と臨床像との

関連、新たな診断指標の開発や予後に

関する研究、造血幹細胞移植に関する

知見などはいずれも重要な成果とな

った。これらの成果が希少疾患である

ため診療ガイドラインの存在しない

EBV 関連リンパ増殖性疾患の診療に与

えた影響は大きい。EBV 感染症研究会

における成果のいくつかは、研究会か

ら英文論文として出版されている。 

 

Ｅ．結論 

 EBV 感染症研究会での実績を踏まえ

て、本研究班における診療ガイドライ

ン作成と患者レジストリ作成が推進

されると期待される。 
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